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八戸市復興計画推進市民委員会の概要（平成 27年度） 

 

１．目 的 

● 東日本大震災からの復旧・復興に向けて、平成 23 年 9 月 26 日に策定した八戸市復興計画の適切

な進行管理を行うため、市の総合計画と同様に、市民で構成する委員会（市民委員会）を設置する。 

市民委員会は復興計画の重点事業である 8 つの「創造的復興プロジェクト」の事業を中心に、計

画を構成する 4つの基本方向（①被災者の生活再建、②地域経済の再興、③都市基盤の再建、④防災

力の強化）ごとに施策 17 項目に対して意見を述べ、市では、当該意見を踏まえ、事業の見直しなど

の検討を行い、次年度以降の事業計画に反映させる。 

２．委員構成 

● 復興計画の策定に携わった委員及び団体の推薦者等 8 名 ＋ 公募委員 1 名 の計 9名 

  ※現在の委員の任期：平成 26 年 6 月 18 日～平成 28 年 6 月 17 日 

３．審議方法 

● 市民委員会は、事業の進捗状況、有識者アンケートの結果等を踏まえて、施策の達成状況や今後の

方向性などについて、「意見書」としてとりまとめ、市長に提出する。 

 
 
 
【市民委員会の意見と事業計画との関係】
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① 事業進捗状況調査（復興施策シート） 

施策を構成する創造的復興プロジェクト等、主要事業についての進捗状況調査 

（１）内部調査 

② 市政モニター及び有識者を対象とする、４つの基本方向を柱とした、各施策の目指

す姿に対する満足度に関するアンケート調査 

（２）市政モニター・有識者へのアンケート調査 

（３）市民委員会による意見聴取 

③ 施策を構成する創造的復興プロジェクト等、主要事業の進捗状況、アンケート調査結果

を元に意見交換を行う。 

④ 意見は最終的に「意見書」として取りまとめ、市長に提出する。 

平成 27 年 5 月 29 日

総合政策部政策推進課
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４．平成 27 年度スケジュール（予定） 

 月 市民委員会 

平

成

27

年

度 

5 月 

第 1回市民委員会（5月 29 日(金)15:00～17:00） 

・意見聴取「基本方向 1．被災者の生活再建」 

・意見聴取「基本方向 3．都市基盤の再建」 

6 月 
第 2回市民委員会（6月 30 日(火)15:00～17:00） 

・意見聴取「基本方向 2．地域経済の再興」 

7 月 
第 3回市民委員会（7月 30 日(木)15:00～17:00） 

・意見聴取「基本方向 4．防災力の強化」 

8 月 
第 4回市民委員会（8月 28 日(金)15:00～17:00） 

・市民委員会「意見書」の検討、取りまとめ 

9 月 
市民委員会意見書提出（9月 30 日(水)13:30～13:45） 

・委員会→市長 

10 月 
意見書の各課への送付（上旬） 

・当初予算編成、次年度事業計画への反映 

 
 
【参考】現在の委員一覧（任期：平成 26 年 6 月 18 日～平成 28 年 6 月 17 日） 

      敬称略：50 音順

  分野 氏  名 備  考 

 
1 福祉 梅内 昭統   （うめない あきのり） 八戸市社会福祉協議会 常務理事 

 
2 有識 川本 菜穂子 （かわもと なおこ） 

災害ボランティアコーディネーター 

連絡協議会 副会長 

 
3 港湾 澤藤 孝之   （さわふじ たかゆき） 八戸港振興協会 専務理事 

 
4 学識 ○ 関  秀廣   （せき ひでひろ） 八戸工業大学 学長補佐 教授 

 
5 観光 高畑 紀子   （たかはた のりこ） 八戸観光コンベンション協会 理事 

 
6 経済 西川  禎   （にしかわ さちよし） 八戸商工会議所青年部 前会長 

 
7 (公募) 藤村 幸子   （ふじむら ゆきこ） 公募 

 
8 雇用 山道 直樹   （やまみち なおき） 連合青森三八地域協議会 事務局長 

 
9 環境 ◎ 類家 伸一   （るいけ しんいち） 

特定非営利活動法人 

循環型社会創造ネットワーク 理事長

※◎は委員長、○は副委員長 


